
各分野における特定技能外国人等の受入れ事例集

特定技能に関する最新資料はこちら
（出入国在留管理庁ＨＰ）を御覧ください。

特定技能制度「外国人材の受入れ及び
共生社会実現に向けた取組」

https://www.moj.go.jp/isa/content/001335263.pdf

（令和８年２月１６日更新）

https://www.moj.go.jp/isa/content/001335263.pdf
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介護分野における特定技能外国人の受入れ事例

・法人所在地：北海道札幌市中央区
・事業内容：介護事業
・外国人材の受け入れ実績：特定技能外国人４人
※外国人職員の受入れ状況（2021年3月現在） 14人

   日本人の配偶者等の身分系在留資格10名（フィリピン他）

 今後の人材戦略上、外国人介護職員は必要不可欠と考え、特定技能外国人の受入れを決定。
将来にわたる安定的な人材確保のため、国として労働力の送出しを推奨しているフィリピンから受け入
れることとした。

 登録支援機関には、人材の斡旋や入国後の生活支援等を依頼。駐日フィリピン共和国大使館海
外労働事務所（POLO）とのやり取りのフォローも受けている。

 介護福祉士国家資格取得等、特定技能外国人のキャリア支援のため、グループ内の研修施設を活
用し人材教育・育成に取り組むこととしている。

受入施設等の特色

受入施設等の紹介

（特定技能外国人の 配属事業所：東京都 
大田区）

駐日フィリピン共和国大使館海外労働
事務所とのやり取りは、登録支援機関か
らフォローをしてもらいながら行いました。
書類作成、面接において、どのような点
に留意するべきかなどのアドバイスを受け

ました。

受入に関するｱﾄﾞﾊﾞｲｽ
受入施設等の取り組み、工夫
 法人の人材戦略上、外国人介護職員の受入れは必要不可欠と判断。
特に首都圏において人材の確保に苦慮していたため、特定技能外国人の受入れを決定。

 登録支援機関には、人材の斡旋や入国後の生活支援等を依頼。
 送出し機関は登録支援機関の繋がりがあるところを利用。介護以外の職種での技能実習経験
者が多く、日本語能力や日本の習慣・文化への理解度が高い人材の中から採用を行っている。

 すでに介護職員として働いている日本人の配偶者等のフィリピン人職員から助言をもらいながら、
受入れ体制構築・環境整備に取り組んでいる。

 特定技能外国人の介護福祉士国家資格取得等のため、グループ内の研修施設での教育等、
法人として支援していく予定。

 フィリピン人労働者の受入れにあたって、
現地政府及び、駐日フィリピン大使
館・総領事館が求める事前手続きが
多岐にわたっています。

 フィリピン政府認定送出し機関を経由
する必要があります。

手続きのポイント
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介護分野における特定技能外国人の受入れ事例

・法人所在地：北海道寿都郡黒松内町
・事業内容：児童養護・介護・障がい者福祉施設・認定保育園の運営等
・外国人材の受け入れ実績：特定技能8人（カンボジア）
※外国人介護職員の受入れ状況（2021年3月現在） 2６人

 特定技能外国人受入れのノウハウと経験蓄積のため、登録支援機関と契約せず、法人職員が中心
となって対応。自ら監理団体を起ち上げ、技能実習生を受け入れてきた経験が役立っている。

 特定技能に大きな可能性を感じており、技能実習生も本人の希望を踏まえて特定技能に移行予定。
介護福祉士国家資格取得支援も進めていくことを考えている。

 外国人材の受入れが、「第４次黒松内町総合計画前期基本計画」の重点プロジェクトに位置付け
られるなど、地域全体で取り組んでいる。

受入施設等の特色

受入施設等の紹介

 これまでの経験と比較すると、カンボジアと
の手続きはとてもスムーズでした。ビザの
発給も１週間程度で対応してもらえまし
た。

 一度受入れを決めたら、法人一丸となり、
強い気持ちで進めていくことが重要だと思
います。大変なことがあっても乗り越えら
れます。

受入に関するｱﾄﾞﾊﾞｲｽ
受入施設等の取り組み、工夫

 広島県で技能実習生（機械整備）
だった時に、上司の祖母が自宅で介護
を受けている様子をみて素晴らしいと思
いました。日本の介護を学びたいと思い、
カンボジア日本技術大学に入りました。

在留資格「特定技能」で
働く皆さんの声

 ２か所の送出し機関および教育協力機関と連携しており、受け入れた職員
は全員、介護教育に特化した「カンボジア日本技術大学」の出身。

 登録支援機関とは契約せず、法人職員が対応。
 受入れにあたり、法人で地域の空き家を買い取り、改修して外国人職員専
用の宿舎を用意。生活用品は町内で余った家具などを寄付してもらった。

 留学生や技能実習生が「先輩」としてサポートしている。
 外国人材の受入れが町の総合計画の重点プロジェクトに位置付けられるなど、
地域全体で外国人材を受け入れている。

（辞令交付式の様子）
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美濃工業株式会社
外国人の受入状況：2022年7月現在
 特定技能１号のタイ人78名、フィリピン人3名を受入れ中。
 その他の外国籍社員が14名（国籍はタイ、中国、ベトナム等）、技能実習生が67名（国籍はタイ）。

【所在地】中部地方 【従業員数】830人 【分野】素形材・産業機械・電気電子情報関連製造業

• 業務拡大の中で人手を必要としているが、なかなか日本人の技能工
が採用できず、特定技能の人材を充てていきたいと考えている。

• 特定技能の終了後に自社の海外拠点で働いてくれることにも期待し
ている。

• 特定技能外国人材は、自社での技能実習2号修了者を採用した（在
留資格切替と一度帰国した方の再来日）。

• また、外国籍の正社員として、①日本の大学留学経験者を採用する
と共に、②日本人と結婚した元技能実習生等を採用し、特定技能外
国人材と一緒に働いてもらうことにより、外国人同士の良好な関係
性が構築できるように工夫している。

タイ語作業要領書

鋳造工程（メイン業務） 加工検査工程（付随作業）

►特定技能外国人材の受入れの目的・理由 ►特定技能外国人材の受入れや定着を進めるにあたっての工夫等

►特定技能外国人材 本人の声

►特定技能外国人材の採用方法

運動会（ミノリンピック）、地域の夏祭りへの
参加

• 日本語能力の高い特定技能外国人材が作業要領書をタイ語へ翻訳す
ると共に、業務上のマニュアルもタイ語で整備している。

• 技能実習生と特定技能外国人材をはじめ、外国人をラインに混在さ
せることにより、外国人同士で技能伝承ができるようになっている。

• 日本に不慣れな技能実習生が体調不良になったときには、特定技能
外国人材が親身になって付き添い等をしてくれている。

• 社内外の行事にも、分け隔てなく積極的な参加を促し、社内運動会
や社員旅行、地域のお祭り等で交流を図っている。

• Aさん：日本人は皆優しく、会社のイベントも多く、仕事もプライ
ベートも充実しています。

• Bさん：日本に来るまではとても不安でしたが、先輩や上司が丁寧
に教えてくれたので、今では頼りにされていてうれしいです。

•
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株式会社府中テンパール
外国人の受入状況：2022年7月現在
 特定技能１号のベトナム人、5名を受入れ中（1名申請中）。
 その他、技能実習生が10名（国籍はベトナム・ミャンマー）。

【所在地】中国地方 【従業員数】166人 【分野】素形材・産業機械・電気電子情報関連製造業

• 地域の清掃活動や、お祭りへの参加、社内イベントの企画・運営等、
企業内外の活動にも積極的に関わってもらっている。特に、少子高
齢化により地域のお祭りが存続危機になっていたが、町内会から相
談を受け、10年前から実習生たちが参加し、盛り上げている。

• 日本語能力向上のため、毎年7月と12月に実施される日本語能力試験
を受験する技能実習生、特定技能外国人材を対象に、試験の2～3ヵ
月前から、N2・N3にクラス分けをして、週２～３回の日本語勉強会
を開催している（周辺の他社に在籍する技能実習生等も参加）。

• 日本人職員と同様、給与の支払い時には、明細と一緒に、社長から
労いの気持ちを書いたメッセージを日本語、母国語で添えて、お礼
を伝えている。

• 国籍問わず、また在留資格を問わず人材が財産だと考えており、
個々の成長を願い、技能実習生の受入れを継続してきた。

• 単純業務でもなく、極めて高い技術やスキルがなければできない業
務でもないような、中間技能の業務を担える人材が不足。技能実習
を当社で3年間経験し、関係性も築けている技能実習生を特定技能
1号として再度受け入れたいという思いを持っていた。

• 自社で技能実習2号修了者を採用（一度帰国した後に再来日）。技
能実習修了者の中から特に即戦力として期待したい人材について、
特定技能1号への在留資格変更を行った。

• また、技能実習受入れ時点で、必ず社長が現地で面接を実施。受入
れを決めた実習生には、働くことを通して社会に貢献する喜びや、
これまで育ててくれた親への感謝を実感してもらうため、ベトナム
現地の孤児院に行くことにしている。

• 特定技能1号として受け入れるにあたっては、本人の保護者にも会
いに行き、お子さんがこれからさらに最長5年間、日本で働くこと
についての意思確認と同意の場を持つようにしている。

• 登録支援機関は利用していない。20年以上の技能実習生の受入れ経
験から、外国人受入れに係るノウハウが相当蓄積しているためであ
る。

►特定技能外国人材の受入れの目的・理由 ►特定技能外国人材の受入れや定着を進めるにあたっての工夫等

►特定技能外国人材の採用方法

►特定技能外国人材 本人の声
お祭りへの参加 社内での日本語勉強会 メッセージ付の給与明細

• 日本に来たころは苦労ばかりでしたが、仕事をして自分が強くなり、
家族を助けていることに気づくことができました。仕事に慣れてき
た今、次の目標は、より速く良い製品を作れるようになることです。

• 日本人の考え方やマナー、サービス等も学んでベトナムに持ち帰り
たいです。日本に来て、自分が思っていた能力以上のことができる
ようになって成長できたと感じます。



先進的な受け入れ企業の取組み例(建設分野)

・会社名：コンクリートポンプ株式会社（岐阜県）
・許可業種：とび土工事業

受入企業の紹介

 資格取得の為の勉強会を実施する。職長安全衛生責任者教育などの特別教育講習等は日本
語で行われるため、事前にテキストの内容を会社で教え、講習に参加して確実に資格を積み重ね
ていく。企業側は外国語を独学で習得し、母国語で参考書の解説も行った。

 寮がある町内会の行事には積極的に参加し、ごみ出しや清掃の当番なども担当。こうした活動を続
けるうちに、外国人が周辺に住むことに戸惑いがあった地域の人たちとの交流も生まれ、今は溶け込
んでいる。

 コロナ以前は毎年社員旅行や毎月一回食事会を開催。コロナ時は食材の差し入れを行い、その
都度個別に相談にも乗り、お互いに信頼関係を作っていく。

受入企業の取り組み、工夫

 技能検定１級に合格、職長・安全衛生責任者教育も修了し、現場の主任技術者として登録。
全国初の特定技能2号の認定を受ける。

 優秀外国人建設就労者表彰(国土交通省)を2度受賞。
 ２級技能士の資格取得後は職長教育を受け、作業主任者として現場をまとめる立場となった。安

全に配慮しながら円滑に作業できるように、作業員の性格やスキルを把握するために、作業前のコ
ミュニケーションを心掛けながら仕事をしている。後輩たちの面倒見も良く、現場だけでなく、資格試
験の指導も会社と協力して行っている。

活躍の様子

・中国人男性
・職種：コンクリート圧送

就労者の紹介

 初めて日本に来た時は、言語の問題が大きく
生活に苦労した。

 資格試験に合格し、建設キャリアアップシステ
ムのシルバーを貰い、大きな現場を任せてもら
えるようになり、やりがいを感じている。

 特定技能2号を取得できたことはとても嬉しい。
現在は中国にいる家族の滞在(家族の在留
資格認定証明書は取得済み)に向け、準備
を進めている。家族とは毎日、テレビ電話を通
じてやり取りをしているが、一日でも早く一緒に
暮らせる日を心待ちにしている。

本人の声
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先進的な受け入れ企業の取組み例

・企業名：造船所A社
・所在地：広島県
・全従業員数：200名以上
・国籍：ベトナム

受入企業
の紹介

 専門用語についての用語集を作成
・現場作業で頻出する専門用語について、用語集を作成。
・日本語のほか、ベトナム語も併記し、理解力の向上につなげている。
・現場からは、日本人班長による指示等についてもスムーズに理解できるよ
うになったという声がある。

 母国語翻訳の作業マニュアルを作成・配布
・外国人従業員の技能習得スピードを向上させるため、母国語に翻訳し
たマニュアルを作成。
・入社後に実施している研修にて、ベトナム語が併記されている作業マニュ
アルを外国人従業員全員に配布。
・日本語での記載についても、ひらがなやカタカナで記載しているほか、イラ
ストを用いており、外国人従業員が理解しやすいものになっている。

母国語翻訳① ～技能スピードの向上、作業効率化の実現～

専門用語集 作業マニュアル

・企業名：造船所B社
・所在地：岡山県
・全従業員数：100名以上
・国籍：フィリピン

受入企業
の紹介

 一目見てわかる掲示板
・工場内掲示板は、ベトナム語を併記。
・掲示板には、写真を用いて良い例と悪い例を掲載し、誰もが一目見て
理解できるものとなっている。

 外国人従業者の体調把握
・外国人従業員が答えやすいように母国語の問診票を活用
・問診票の活用により、通訳が不在でも具体的な症状等を把握すること
が可能。
・病院でも、医師の診療がスムーズに進むようになったという声がある。
・問診票は、21言語12科目あり、誰でも無料でダウンロードすることが可
能。
参考：「多言語医療問診票」 https://kifjp.org/medical/

母国語翻訳②～安全意識の徹底・従業員の体調把握～

工場内掲示板 問診票
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自動車整備分野における特定技能外国人を受け入れている企業の取組み例

受入企業 B受入企業 A

【受入企業の経営体概要】
所在地：埼玉県 工員：21名

【特定技能外国人の情報】
受入時期：令和元年９月
人数：１名 国籍：フィリピン

【受入れ機関の取り組みの一例】
• 住居については、安価な社宅費にて借上げ住宅（２DK)
提供

• 社会貢献の希望から、ボランティア活動（富士山清掃）に
参加

【特定技能外国人の主な業務】
• 定期点検整備（例：トランスミッションオイル量の確認）

《定期点検整備の様子》 《ボランティア参加風景》

【好事例】
• 同職場及び近隣の系列工場に6名いる自動車整備職種の
技能実習生に対して仕事やプライベートの相談や指導を行っ
ており、職場の雰囲気も非常に良好

【受入企業の経営体概要】
所在地：広島県 工員：22名

【特定技能外国人の情報】
受入時期：令和元年10月
人数：１名 国籍：フィリピン

【受入れ機関の取り組みの一例】
• 個人別の目標の設定と、上長による定期的な評価フィード
バックを実施。その結果を給与に反映させることでモチベー
ション向上

• 日本の国家資格である「自動車整備士資格」を取得すると
いう目標があることから勉強会を実施

• 母国の家族との連絡を取りやすくするため、WI-FIを設置
【特定技能外国人の主な業務】

• 定期点検整備（例：排ガス発散防止装置の配管の損傷
及び取り付け状況の確認）

• 分解整備（例：ブレーキキャリパの取り替え）

《定期点検整備の様子》 《分解整備の様子》 7



 これまで当分野では妥当な在留資
格がなく留学生アルバイトに頼っ
ていたが、特定技能外国人を採用
することで、社員として責任ある
仕事を任せられるられるようにな
り、仕事の品質も上がった。

航空（空港グランドハンドリング）の特定技能外国人の受け入れ企業の取組み例

・本社所在地：東京都
・特定技能外国人の出身国：モンゴル・フィリピン
・受入開始：令和２年度より

受入企業の紹介

○就労状況等のフォローアップ
 外国籍従業員による母国語での業務研修や、日常生活における指導等も

含めて対応を行っている。
 定期的に生活面や仕事上のことなどの面談を実施し、問題解決や改善を図っている。

○生活サポート
 賃貸住宅の借用に際し、身元保証など会社として支援している。
 基本的な生活必需品（寝具、冷蔵庫、炊飯器、調理器具等）は会社支給。
 その他、買物等の移動用として寮に自転車を配備している。

○日本語研修
 社内にて、日本語が上達できる様に日本語の勉強会を開いている。
 また、自己の成長度合いを確認できる様、日本語検定制度を社内で設けるなど、
     日本での生活が充実する応援をしている。

受入企業の取り組み、工夫

受け入れ企業の声

 もともと航空業界に興味を持っており、この会社に入れてよかった。
 就業前・就業後のサポートが充実しており、大変感謝している。
 航空分野の特定技能資格試験を取得し、採用試験を受けて就職した。アルバイトから社員とし
て働けるようになって良かった。

 仕事は楽しく困っていることはない。わからないことは必ず聞いて解決している。
 お給料が良く、満足しています。

実習生の声

業務の様子
（機内清掃）

日本語研修の様子

受入れ式の様子
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〇 キャリアアップのための特定技能の積極的活用と外国人材の学びのモチベーションにつながる制度づくり
 特定技能制度によって、外国人材の携わることができる業務の幅が広がったことは、国内人材同様に、外国人材を育成できるチャンスと捉えている。

宿泊業界で働くことで身につけられるスキルを明確に、学びのモチベーションアップ、キャリアアップにつながる制度づくりとともに、様々な業務で貢献してくれる
貴重な人材としてより一層育成に力を入れたい。

 外国人材は仕事に対する価値観が日本人とは大きく異なる。意見の食い違いが生じることもあるが、対話を重視し、都度面談をして互いの理解を深めてい
る。日本人も同世代のグローバル人材に刺激を受け、相互に尊重し、理解しあえる関係を構築している。今後は、帰国した元スタッフが母国で立ち上げた
事業との協業など、人とのつながりによるグローバル展開も目指したい。

宿泊分野における特定技能外国人材の受け入れ企業の取組み例

 主にレストランサービス業務等に従事している。役職に登用
されるチャンスがあり、やりがいがある。

 お客様から直接声を掛けられたり、アンケートで自分の名前
を挙げて評価を受けたりする機会が多く、モチベーションになっ
ている。

 生活で困ったことがある場合は、池の平ホテル＆リゾーツのス
タッフがサポートしてくれるため、生活に満足している。

 スタッフみんなが仕事をしやすく楽しむ現場を作る必要がある。
お客様の満足できるサービス提供もしたいので、やりがい大き
い。

 日本の接客業を自分の国でも広げていきたい。
 お客様がどういうことを考えているのか想像しながら働くのは難

しいですが、やりがいがあり楽しいと思っています。
 全て教えてもらってから勉強するのではなく、自分が分からな

いときは隣の先輩に聞いたり自分で見て勉強して頑張りたい。

・所在地：長野県
・特定技能外国人材の出身国：ミャンマー、ネパール等
・受入開始：平成27年度頃より

受入企業
の紹介

○個々のビジョン・目的に合わせたキャリアプランの作成・業務の割り当て
 従事する業務は、帰国後のビジョンや日本でのキャリア展望に合わせてカスタマイズ

する。例えば、5年で帰国を考えている場合、極力帰国後のビジョンに即した業務を、
日本で長期的に宿泊業の経験を積みたい場合はローテーションを軸にしつつも、専門
性も身につけられるようキャリアプランを作成し、業務を割り当てている。

○きめ細やかな生活サポート
 社員寮を完備。
 生活必需品の買い出しは社員用バスを用意し支援。
○レベル別の日本語教育
 自社で週1回、日本語研修を実施。日本語能力検定前

には対策授業を行っている。
 日々の会話の中から、日本語能力向上に繋がるよう、

日本人スタッフが積極的に会話を実施。

受入企業の取り組み、工夫

取組の効果と今後の展望

外国人材の声

9
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特定技能等外国人材の受入れの優良事例
農業

【受入れ機関概要】（令和４年３月現在）
〇所在地：千葉県山武郡横芝光町
〇従業員：日本人15名 外国人10名（インドネシア、タイ）

計25名
〇主な作物：水稲、長ネギ

（※）食品安全・労働安全・環境保全・人権福祉など持続可能な農場経営

への取組みに関し、日本の標準的な農場にとって必要十分な内容を

網羅した基準。

【取組状況】
・一般企業と同じような労働環境を整備したいと考え、法人化。
・会社で費用負担し、機械免許の取得を支援。積極的に機械類の
操作も教えている。

・日本人、外国人が共通して昇給できる仕組みを整備。
・母国語で注意書きを掲示するとともに、細かいニュアンスを伝
える場面ではテレビ電話を利用して通訳を介して説明。

【その他】
・休日は原則週休２日。
・日常で気軽に使えるよう
外国人従業員用の自動車を購入予定。

☆ＪＧＡＰ認証（※）を取得。
☆従業員が働き続けたいと思える環境づくり。

農作業の風景

特定技能

漁業

【受入れ機関概要】（令和３年３月現在）
○漁業種類：いか釣り
○所在地：石川県
○実習生：135人（インドネシア）
【受入れ機関の取組】

○DVD制作活動
・インドネシア人漁業実習生バンドを結成（バンド名：チュミ・
ボーイズ*）し、「インドネシアがんばれ」と題したインドネ
シアの歌を収録したDVDを製作。インドネシア大使館にプレ
ゼント。
*「チュミ」はインドネシア語で「イカ」を意味する

カレンダーに描かれた故郷の絵 スピーチコンテスト

○カレンダー制作活動
・故郷の絵が描かれたインドネシアのカレンダーを作成し、各
自がインドネシアの家族に送って元気を届けるメッセージ活
動を実施。

○スピーチコンテスト
・県内の外国人在住者を対象とした日本語スピーチコンテスト
の出場枠8名に定置漁業実習生１名が選出。「想像と現実」
という演題で、実習生として選ばれた時の喜びや、日本に来
るまでに描いていた日本への空想と実際に石川県珠洲市での
生活が始まり気づいた大きな違いについて発表。

技能実習
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特定技能等外国人材の受入れの優良事例
飲食料品製造業

【受入れ機関概要】（令和4年３月現在）
○所在地：三重県
○事業内容：糸引納豆製造販売
○従業員数： 約100名

【外国人材の受入れ状況】
受入れ数：４名（内訳：ベトナム人） 

【受入れ機関の取組】
・14年ほど前から技能実習生を受け入れ、人材不足を補うため
に特定技能外国人材を採用。
・外国人とのコミュニケーションを図るため、外国人が日本人
従業員に母国の言葉を教える講習会を開催。実際に言葉を学
ぶことにより、相手国の事情や文化が理解でき、従業員同士
のコミュニケーションがより円滑に図られている。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、以前は行ってい
たボランティアの清掃活動やバーベキューなどの社内行事も、
相互理解を深めるため状況を見て今後開催を検討。
・社内や社外の公的な資格取得を促進し、一人でも責任ある仕
事ができる人材に成長できるよう、企業としてのサポートを
継続する。

特定技能 【受入れ機関概要】（令和２年２月現在）
所在地：大阪府
店舗数：７店舗 従業員：約80人
業態：餃子・ラーメン・中華料理店
【外国人材の状況】
Ｄさん（男性・26歳・ベトナム出身・2017年来日・Ｎ４取得）
受入れ開始：令和元年８月
【受入れ機関の取組】
・会社として様々な在留資格の外国人を採用し、いくつかの
キャリアプランを策定している。

・外国人には、繁忙で仕事に追われる都心立地店ではなく、あ
えて郊外店でしっかり日本語や習慣を身につけてもらいつつ、
店では中心スタッフとして働いてもらうことで本人のやる気
向上を図っている。更に、地方店に外国人を配置することで、
地域の人材不足解消も目指している。

・同じ出身国のマネージャによりアドバイスを受けられるよう
にすることで、外国人にとって働きやすい体制となるよう心
がけている。

外食業

Dさんが働くお店の外観 厨房に立つDさん

特定技能

← 職場での特定技能の方の就労状況 ↑
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ビルクリーニング分野における特定技能等外国人の受入れ事例 

受入企業の紹介

受入企業の取組や工夫

業種：ビルメンテナンス企業 所在地：東京都、神奈川県
在留資格別人数：技能実習生53名、特定技能5名（全員ベトナム出身）
受入開始：実習生は2016年8月～、特定技能は2019年10月～

○企業単独型の強みを生かした教育
入国前後の研修にビルクリーニングのプログラムを取り入れることにより、よ

り深い教育が実現し、実習開始がスムーズに
○評価制度・福利厚生の充実

•日本語検定、ビルクリーニング技能試験、社内評価試験に合格すると基本給が
昇給するなど、技能実習・特定技能の賃金改定規程を作成

•実習修了後の目標設定と昇給額を明確化することにより、外国人材のモチベー
ションが向上

•グループ会社間でボーリング大会、登山イベントなどの社内交流を実施し、日
本人・外国人材のチームワークを強化

ベトナム人女性 27歳
日本語能力試験N３合格
技能実習２号修了後、特定技能に

•来日前は不安だったけど、会社が
サポートしてくれたので、早く生
活に慣れることができた

•日本のビルクリーニング技術、日
本語、日本の文化を理解できたの
で、この会社で働けてよかった

•将来は、ベトナムで日本語関係の
仕事や、日本に行きたい人の手伝
いをしたい

受入企業の声
•当社では、技能実習２号修了者のステップアップとして、特定技能制
度を活用している。技能実習の期間を含め最大8年間の就労が見込ま
れるため、技能実習生に対する指導といった活躍を期待している。

•契約先からは、特定技能外国人の働きぶりに対し、「実習生の頃よ
り責任感が強くなって頑張っている」との評価をいただいている。

•特定技能外国人自身も、実習生から正規職員になったことで、実習
生の時よりも高度な仕事を任され、やりがいを持って仕事をしてい
る。

技能実習（３年） 特定技能（5年） 8
年

厚生労働省

特定技能外国人の紹介

特定技能外国人の声

○生活面のサポート
•自社宿舎を用意し、先輩との同居により生活面の不
安を解消

•携帯電話、Wi-Fi無料提供により母国の家族と通話
できる環境を整備

•ベトナム人の通訳を雇用し、母国語での相談に応じ
ることや病院へ同行することで不安解消 ＜登山イベント＞
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